






本年度も昨年度にひき続き,以下の目標について研究をした。1.原発性免疫不全症候群の全

国調査の継続と充実,2.免疫不全症候群診断のための技術の開発と改善,3 原発性免疫不全

症候群の症例の管理と治療。 

本年度は当研究班の3年目にあたり,一応の区切がつけられるわけであるが,これまでの研

究成果をふり返ってみると,特に原発性免疫不全症の全国調査登録に関する知見の集積は,

諸外国に余り例を見ないものであり,集められたデータはそれぞれの疾患を概括する上で

きわめて貴重である。また疾患の診断のための技術と開発に関しては,スクリーニングにお

ける簡便性と検体が微量ですむことが重要であるが,それらについても一定程度の成果が

得られた。さらにそのような基礎的な知見の上に,各症候群の治療と管理が成り立つもので

あり今後共,同様な研究が継続されて行われることを望みたい。 

以下,本年の研究で得られた成果の概略を簡単にまとめて記すが,詳細は各研究協力者の報

告を参照されたい。 


